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諌早議  藤 田 1健  す

1(万 有引力 )質 量 1夕 の物質と,地球との間の引力はだいたい (
このことから地球の質量を求めると,(     )多 となる。

)ダイ ンである。

r=6,400h とす る

2 (重力θ)加速度 )長 さ245mの 単振子の周期が地表において ま14秒であるとすれば
重力の加速度はいくらか

T圭:21″

3 地球の平均密度を計算せよ。  ①の結果を利用
4 (重力)鉛 直線の方向は地球のもつ引力と地球自転の遠心力の合力で生ずる(   )
の方向である。遠心力ft極で最も( )く ,赤道で最 も(

一鑑高校 )

但 し   F=67Xl 0~3X T

ヽ

5 (地磁気 )地 磁気の三要素を示し,長崎における各 の々概略値を示せb
6 伏角 I 水平分力H,鉛直分力区,全磁力Fの関の関係式を示せ
7 太陽面上で大きい爆発現象が起こると,は とんど同時に,地球上の (   )の 半球で無
線通信がさまたげられる:こ れは ( )と ょばれ, アンーアと同時に発した光のうちの

ある部分によって電離層下部が甚だしく電離され,ュ信電波がそこで ( )されること

によ・る6=さ らに 1日 ヽ 2日 はどおくれて世界中に ( )と ょばれる大きい地磁気変化が

起こ?た
Iり

,高緯度地方に (   ,)がぁらわれたりすることが多い。
これ̀ら は太陽面から放出された(   )が 地球磁界の影響をうけつつ大気圏上層に到達
するために起こるものと考えられるb

8 晴 線 )地球にFtたえず宇宙線がふりそそいでいる。その強さは (   )に よって異    し
なるL:赤道附近で ( ),極地万に近づくほど (

心力を差引いて各地の引力を求めると,極の上の引力は最も (
最も (小さい )こ のことは赤道半径が,極半径よりも (

の (   )。 すなゎら(   )の 原子核である。
9 ギリシァ時代には (   )_は 宇宙の中′心でぁり,太陽,
のまわりを回転すると考えてい

=815世
紀の中頃 (

)いのでl重力から遠
)く ,赤道上の引力は

)い ことを示している。

),宇宙線の本体は高土ネルギ

月おょび惑星はすべて (   )
)fよ恒星の日周運動は地球の

)の (    ンこ関す
)の法則を導き出

(   )に よって起とる見かけの運動であり,地球も他の ( )と 同じく(   )
の周囲を回転すると考え(   )を唱えた。 (   )fょ 自ら作った望遠鏡で,木星の,
(   )を発見し,そ れが木星のまわりを回転していることを認め,(   )の 正しい
ことを主張した。

その後 (   )は チホプラエの惑星観測をもとにして,(
る 3つの法則を発見した。 これがもととなって二_一 トンは (
した。

10 (ケ プラーの法則 )
第 1法則 惑星の軌道は (   )で あり,(
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)は その焦点の 1つに位置する。
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第 2法則 惑星と太陽とを結ボ線分は等 (1  )に 等 (   )を描くょうに動 く8  1■ |‐11
第 3法則 惑星と太陽との間の平均きょりの(   )と 公転周期の (   )と の比   |‐ ■「

1 1■ 11:
は一定である。                                  1_■
11 火星の太陽からの平均きょりを1.52天文単位とすれば,火星の公転周期はいくらか。   |■|
12 太陽と惑星との平均きょりRめ ( )乗 と公転周期Tの ( )乗 との比は一定である。    ■■ :
こθ)比の値を 務勢 とす五|ま

'こ

あ法則な (   |  )で 示される。公転速率をVと    :|

:         すると,VRTの 間に撃 (   )の 関係があるので,結局 Vと Rとの間には (    ) i lll:
の関係がある。月

`ょ
地球から384,000臨 離れたところを 27,3日の周期でまわってい    11

る。地.上 500血の高さをとぶ,人工衛星の速さを求めよ。  但し地球の半径を6,370   ■‐li
:       臨 とする。                                       |:
13 (気 圧 )■ 昴あたり(   )ダ インの力が作用する圧力をmbと ぃぅ。 1気圧 (  ) ||:|
岨 多 は 動 多=(   )1水 銀の比重 (   )を 使って換算すると ( I    )  ,「 ■|:

ダイン儲  となるので (    ),bに 相当する。       1            11
14 (湿 度 )25℃ で温度 50%の空気の温度が 20℃になると,湿駆 ft何 %に なるが、    |■ |

3            25℃   23.8割 Hタ
20℃    17.5 ″                                   :_

15 ′スペタトルが普汲のものより赤い方にずれている恒星は地球に対して,近づく星力t遠     : :
ざかる星か。                                              ,

)i       16 銀河系の半径は5.o文 1041光年で
`可
J心がら 争 のところに太陽系があり,        ||:

1         30X10216/SeC で,太陽系はまわつている。銀河系の質量の大部分が,そ の中心     |
:         にあるものとして,銀河系の端の天体の速度を求めよ6       :  :
1       17 透明な方解石を透して物を見ると,(    )に みえる。これは光が方解石にはいる      .

1 1        と,たがいに速麗奮異にする2つの光に分れるためであって,この現象をく     )
1 1        という。方解.石に限らず,‐般に非結晶および (    )の 結晶を除き,それ以外の結     ャ
::■       晶系に属する結晶では,単色光は各方面に進rJと き,たがぃに速度を異にする2つの光に     '
II         分れて進む。この 2つの光はいずれも(    )で あって,その編齢方向はたがいに,      1

(    )で あ る。

| 
▼     18 地質時代の年数 fま放射性元素の原子の崩壊する速さを利用してはかる

「

=~¬ 2138は ,
1  1      15段 階の崩壊をへて [ | _1206に なる,EIIIコ 23bを含む鉱物における

l   三p06:   :  238の 比を漠1定してしその鉱物の年令nし たがって岩石
の生令を求めることができる。
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